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序
東
京
大
学
創
立
期
の
お
雇
い
ア
メ
リ
カ
人
、
日
本
美
術
の
恩

人
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
一
八

五
三
〜
一
九
〇
八
）
没
後
百
周
年
記
念
の
平
成
二
〇
年
暮
、『
フ

ェ
ノ
ロ
サ
夫
人
の
日
本
日
記
　
世
界
一
周
・
京
都
へ
の
ハ
ネ
ム

ー
ン
、
一
八
九
六
年
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
を
上
梓
し
た
。
そ

の
一
年
後
、
縁
あ
っ
て
本
誌
十
二
月
号
特
集
「
お
雇
い
外
国
人

の
見
た
日
本
」
に
、「
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
」
を

寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
延
長
と
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫

人
メ
ア
リ
ー
・
Ｍ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
日
本
日
記
の
続
編
、
東
京

日
記
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
二
年
に
わ
た
り
連
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
三
年
秋
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
朋
友
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ

ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ウ
博
士
の
墓
の
あ
る
滋
賀
県
大
津
市
と
三み

井い

寺
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
来
日
百
周
年
記
念
行
事
を
行
な
い
、
ア
ラ

バ
マ
州
モ
ビ
ー
ル
市
か
ら
令
孫
と
関
係
者
を
招
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
五
五
年
モ
ビ
ー
ル
市
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
夫
人

の
日
記
帳
等
十
数
冊
、
三
千
頁
余
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
新
夫
人
メ
ア
リ
ー
を
伴
っ
て
再
来
日
、
ハ
ネ
ム

ー
ン
を
過
ご
し
た
京
都
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
三
ヵ
月
の
記

録
を
、
昭
和
五
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
『
京
都
新
聞
』
に
九

〇
回
に
わ
た
り
連
載
し
た
。

大
津
市
の
記
念
行
事
の
副
産
物
と
し
て
誕
生
し
た
日
本
フ
ェ

ノ
ロ
サ
学
会
に
は
設
立
発
起
人
、
創
立
幹
事
と
し
て
関
わ
り
、

編
集
委
員
、
副
会
長
、
会
長
を
歴
任
し
て
昨
秋
早
稲
田
大
会
を

経
て
こ
の
三
月
会
長
を
引
退
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
〇
年
来

懸
案
で
あ
っ
た
メ
ア
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
日
本
日
記
の
翻
訳

完
結
は
、
平
成
一
六
年
、
京
都
大
学
停
年
退
職
後
の
懸
案
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
連
載
と
並
行
し
て
完
訳
刊
行
を
目
指
す
の
が
、

限
り
あ
る
余
生
の
さ
さ
や
か
な
夢
の
一
つ
で
あ
る
。

メ
ア
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
略
伝

メ
ア
リ
ー
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
一
八
六
五
〜
一
九

五
四
）
は
南
北
戦
争
直
前
、
ア
ラ
バ
マ
州
モ
ビ
ー
ル
市
郊
外
の

両
親
の
避
難
先
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
生
ま
れ
た
。
母
ロ
ー

ラ
・
シ
ブ
リ
ー
は
大
地
主
の
息
女
で
勝
ち
気
な
美
女
、
父
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
マ
ク
ニ
ー
ル
は
裕
福
な
貿
易
商
の
子
息
、
詩
を
書
き
、

絵
を
描
き
、
植
物
学
を
嗜
む
趣
味
人
だ
っ
た
。
戦
後
復
興
期
の

モ
ビ
ー
ル
で
メ
ア
リ
ー
は
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
私
立
女
学
校
に
入
学
、

一
七
歳
で
あ
ま
り
年
の
違
わ
な
い
ル
ド
ル
フ
・
チ
ェ
ス
タ
ー
と

結
婚
す
る
。
夫
が
テ
キ
サ
ス
で
油
田
開
発
中
病
死
し
、
二
〇
歳

で
一
男
の
あ
る
寡
婦
と
な
っ
た
メ
ア
リ
ー
は
、
実
家
に
戻
り
、

母
に
倣
っ
て
詩
や
小
説
を
書
き
始
め
た
。
や
が
て
か
つ
て
の
求

愛
者
レ
ド
ヤ
ー
ド
・
ス
コ
ッ
ト
の
求
婚
を
受
け
入
れ
、
幼
い
息

子
ア
ラ
ン
を
連
れ
て
、
鹿
児
島
造
士
館
（
現
・
鹿
児
島
大
学
）
で

英
語
英
文
学
を
教
え
る
彼
の
も
と
へ
赴
く
。
明
治
二
三
年
（
一

八
九
〇
）
横
浜
に
着
い
た
メ
ア
リ
ー
は
結
婚
後
、
東
京
、
日
光
、

鎌
倉
、
箱
根
を
観
光
、
神
戸
を
経
て
鹿
児
島
へ
向
か
う
。
翌
年

も
夫
妻
は
休
暇
を
関
西
で
過
ご
す
が
、
二
人
の
関
係
は
破
綻
、

妊
娠
し
た
メ
ア
リ
ー
は
ア
ラ
ン
と
帰
国
、
一
八
九
二
年
二
月
実

家
で
娘
ア
ー
ウ
ィ
ン
を
出
産
す
る
。

後
を
追
っ
て
モ
ビ
ー
ル
に
戻
っ
た
ス
コ
ッ
ト
と
別
居
の
ま
ま
、

彼
女
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ー
ン
ズ
の
新
聞
に
寄
稿
し
な
が
ら
文
筆

家
を
目
指
す
。
感
傷
的
小
説
や
社
交
的
知
的
催
し
に
つ
い
て
詳

細
に
報
道
す
る
「
上
品
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
か
な
り
の
需

要
が
あ
り
、
ボ
ス
ト
ン
は
そ
う
し
た
文
芸
界
の
中
心
地
で
あ
っ

た
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
部
長
助
手
の
求
人
情
報
を
得

た
メ
ア
リ
ー
は
す
ぐ
に
応
募
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ー
ン
ズ
講
演
の

帰
途
モ
ビ
ー
ル
に
立
寄
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
面
接
を
受
け
て
合

格
し
た
。

メ
ア
リ
ー
赴
任
の
一
年
後
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
妻
リ
ジ
ー
の
離

婚
訴
訟
が
勝
訴
、
二
ヵ
月
後
二
人
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
結
婚
す

る
。
一
八
九
六
年
四
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
を
辞
し
た
フ
ェ
ノ

第
一
回
　
明
治
三
〇
年
四
月
、上
野
の
花
見

●
む
ら
か
た
・
あ
き
こ
　
札
幌
生
ま
れ
。
東
京
大
学
教
養
学
部
卒
業
後
、
同
大

学
院
進
学
。
米
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
博
士
号
取
得
。
京
都
大
学
総
合
人

間
学
部
・
人
間
環
境
学
研
究
科
教
授
を
経
て
同
名
誉
教
授
。
日
本
フ
ェ
ノ
ロ
サ

学
会
前
会
長
。
編
著
書
に
『
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
文
書
集
成
』

（
上
下
）、『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫
人
の
日
本
日
記
』
な
ど
。




